
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
２つの可動ガントリーを有する洗浄装置により屋根と側面を洗浄する自動車洗浄方法にお
いて、各ガントリーが水平軸を中心に回転する洗浄ブラシと垂直軸を中心に回転する洗浄
ブラシとを有し、洗浄が前記２つの水平ブラシとは別に、これら２つのブラシの間を洗浄
し、２つのガントリー上に配置された一対の垂直ブラシで行われ、ガントリーの前方への
運動中に洗浄プロセスが自動車の前方３分の１のところで第１水平ブラシで開始され、車
首部分は２つの垂直ブラシで洗浄され、そして車両の車首部分と後部３分の１程度までの
上部が第２水平ブラシで洗浄され、２つの垂直ブラシによる尾部の洗浄が終了すると、第
２水平ブラシが車両の尾部に到着するより前にガントリーの移動方向が反転され、２つの
ガントリーの復路運動中に、ブラシによる洗浄が垂直ブラシが車両の尾部を通過するまで
継続され、そして第１水平ブラシが車掌の最初の３分の１の上方の領域にあるうちに停止
される自動車洗浄方法。
【請求項２】
ホイールの洗浄が第２ガントリーの復路運動中にその第２ガントリー上に位置するホイー
ル洗浄装置によって行われる請求項１に記載の自動車洗浄方法。
【請求項３】
洗浄が結合された２つのガントリーによって行われる請求項１又は２に記載の自動車洗浄
方法。
【請求項４】
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前方への運動及び復路運動中に、車両の乾燥が両ガントリー上に設けられた乾燥装置によ
って行われ、両ガントリーの運動速度が第１ガントリーの水平方向ノズルが車両の中央に
達するまでは徐々に増大し、その後両ガントリーが第１水平方向ノズルが尾部の乾燥を終
了するまで通常の速度で前方に移動され、そしてそれらガントリーがその後復路運動に切
り換えられて、第１ガントリーの第１水平方向ノズルがその自動車の車首の前に来るまで
乾燥が継続される請求項１ないし３のいずれか１項による自動車洗浄方法。
【請求項５】
乾燥が第１水平方向ブラシを担持している第１ガントリーに配置されている乾燥装置で行
われる請求項１ないし３のいずれか１項に記載の自動車洗浄方法。
【請求項６】
２つの可動ガントリーを有する自動車洗浄装置において、各ガントリーが水平軸を中心に
回転する洗浄ブラシと垂直軸を中心に回転する洗浄ブラシとを有し、２つのガントリーの
一方上の２つの水平ブラシ (３， 11)の間に配置された一対の垂直ブラシ (５ )を有し、第２
の水平ブラシ (11)が車両の尾部（Ｈ）に到着する前にガントリー（Ａ，Ｂ）を前方への運
動から復路への運動に切り換え、垂直ブラシ (５ )が自動車の車首部分（Ｆ）を通過し、第
１水平ブラシ (３ )が車両の前方３分の１上の領域にいる間にガントリー（Ａ，Ｂ）の復路
運動を停止する自動車洗浄装置。
【請求項７】
垂直ブラシ (５ )が第１ガントリー（Ａ）に配置され、その水平ブラシ (３ )によって洗浄プ
ロセスが開始される請求項６に記載の自動車洗浄装置。
【請求項８】
ホイール洗浄ブラシ (12)が第２ガントリー（Ｂ）に配置されている請求項６又は７に記載
の自動車洗浄装置。
【請求項９】
２つのガントリー（Ａ，Ｂ）が結合されており、これらのガントリー（Ａ，Ｂ）のための
制御装置、水散布装置及び供給ポンプがそれらのうちの一方に配置されている請求項６な
いし８のいずれか１項に記載の自動車洗浄装置。
【請求項１０】
水平方向ノズル (７ )と２つの垂直方向ノズル (８ )を有する乾燥装置が第１ガントリー（Ａ
）に配置されている請求項６ないし８のいずれか１項に記載の自動車洗浄装置。
【請求項１１】
乾燥装置が２つのガントリー（Ａ，Ｂ）のそれぞれに配置されており、各乾燥装置が１つ
の水平方向ノズル (７，７′ )と２つの垂直方向ノズル (８，８′ )を有している請求項６な
いし８のいずれか１項に記載の自動車洗浄装置。
【請求項１２】
乾燥装置の水平方向ノズル (７，７′ )がガントリー（Ａ，Ｂ）の相互に向き合った側面に
配置されている請求項 10又は 11に記載の自動車洗浄装置。
【請求項１３】
洗剤、リンス剤、乾燥剤又は保存剤用の散布装置がガントリー（Ａ，Ｂ）に設けられてい
る請求項６ないし 12のいずれか１項に記載の自動車洗浄装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はそれぞれが水平軸を中心に回転する洗浄ブラシと垂直軸を中心に回転する洗浄ブ
ラシを備えた２つの可動ガントリーを有する自動車洗浄装置によって、自動車の屋根と側
面を洗浄する自動車洗浄方法に関するものである。本発明はまたそれぞれが水平軸を中心
に回転する洗浄ブラシと、垂直軸を中心に回転する洗浄ブラシを有する２つの可動ガント
リーを有する車両洗浄装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
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個別に移動することができたり、又は結合することができる２つのガントリーを有する公
知の自動車洗浄装置（ DE 36 16 817 C1参照）においては、一般的に水平ブラシと一対の
垂直ブラシが２つのガントリーのそれぞれの上に配置されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、毎時あたりの自動車処理台数を高くするように配置されたこれらの自動車
洗浄装置は、車両の長さに加えて、それら２つのガントリーの長さに対応する保持スペー
スが車両の前方又は後方に必要であり、比較的大きなスペースを必要とする。こうした大
きなスペースの必要性から、２つのガントリーを有する公知の自動車洗浄装置は石油会社
の標準的な洗浄用スペースに設置するのには適していない。ガントリーが１つだけの自動
車洗浄装置の場合はそれ程のスペースを必要としないが、それらの洗浄能力は低いという
問題がある。
【０００４】
本発明の目的は従って、２つのガントリーを有する自動車洗浄装置程のスペースを必要と
しないで、自動車処理台数が高い洗浄方法と自動車洗浄施設とを提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上に述べた種類の自動車洗浄方法からさらに進んで、本発明による方法は、洗浄が垂直ブ
ラシとは別に、２つの水平ブラシの間を洗浄し、２つのガントリーの一方の上に配置され
た一対の垂直ブラシで行われ、ガントリーの前方への運動中に第１水平ブラシで車両の前
方３分の１のところで洗浄が開始され、車首部分が２つの垂直ブラシで洗浄され、次に車
首部分とほぼ後方３分の１までのところが第２水平ブラシで洗浄され、尾部部分の洗浄が
２つの垂直ブラシで洗浄されるとすぐ、第２水平ブラシが尾部に達する前にガントリーの
移動の方向が反転され、そして２つのガントリーの復路運動中、それらブラシによる洗浄
が垂直ブラシがその車両の車首部分を通過するまで継続され、第１水平ブラシが未だ車両
の最初の３分の１の上の領域にある間に第１ガントリーが停止されることを特徴としてい
る。
【０００６】
上に述べた種類の車両洗浄装置よりさらに進んで、本発明においては、洗浄装置がそれら
２つのガントリーの一方の上の２つの水平ブラシ間に配置された一対の垂直ブラシを有し
ており、さらにその自動車洗浄装置が第２水平ブラシが車両の尾部に達するまえにガント
リーを前方運動から復路運動に切り換え、そして垂直ブラシが自動車の車首を通過して、
第１水平ブラシが未だ車両の前方３分の１の上の領域にいる間にガントリーの復路運動を
停止する制御装置を有している。
【０００７】
従って、本発明はガントリーの前方への運動と復路の運動の両方の間、これら２つのガン
トリーは自動車の全長を越えて動かず、それら２つの屋根ブラシの一方がそれぞれ車両の
前方、又は後方３分の１の上方の領域にある間に、各ガントリーの動きが停止されるとい
う考えに基づいている。
【０００８】
この自動車洗浄方法により水平ブラシの間に配置された一対の垂直ブラシだけを用いるこ
とにより、この自動車洗浄装置は、車両の長さに加えて、車両の前方及び後方にひとつの
ガントリーの設置長さを必要とするだけである。従って本発明による自動車洗浄方法と自
動車洗浄装置は、単一のガントリーを有する自動車洗浄装置だけが利用可能なような石油
会社の標準的な洗浄スペースに実施及び設置することができる。
【０００９】
洗浄操作は第１水平ブラシがボンネットのほぼ中央の自動車の前方３分の１の領域にある
間に第１水平ブラシで開始され、ガントリーの移動の方向が第２水平ブラシが自動車の尾
部に達する前に反転され、そしてさらに、ガントリーの復路運動中に第１水平ブラシが未
だ車両の前方３分の１上方の領域にある間に第１ガントリーが停止されるので、ガントリ
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ーの移動距離のかなりの短縮が達成され、洗浄時間の短縮と毎時の自動車処理台数の増大
がもたらされる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
本発明の好適な改良点は従属請求項に述べてある。本発明を図面に示す実施の形態を参照
してさらに詳細に説明する。
【００１１】
図に示す自動車洗浄装置には２つの可動ガントリーＡ，Ｂが備えられている。これら２つ
のガントリーＡ，Ｂは好ましくは一緒に制御され、これは例えばガントリーの各側面に設
けられた結合ロッドによって達成することができる。オプションとして、ガントリーＡ，
Ｂは個別に動けるようにすることも可能であるが、２つのガントリーのひとつの場合にか
なりの簡素化がもたらされるので結合設計の方が好ましい。
【００１２】
以下において第１ガントリーと称されるガントリーＡは水平軸２を中心に回転する洗浄ブ
ラシを有する完全装備のガントリーで、この洗浄ブラシは水平ブラシ又は屋根ブラシと表
現され、第１ガントリーＡに高さ調節可能に配置されている。第１ガントリーＡはまた以
下に垂直ブラシ又は側面ブラシと表現される後者の移動方向を横断する方向に移動可能に
第１ガントリーＡ内に支承された、垂直軸４を中心に回転する一対の洗浄ブラシを有して
いる。
【００１３】
この垂直ブラシ５は第２ガントリーＢに面する第１ガントリーＡの側面上に配置されてい
る。第１ガントリーＡはまた乾燥装置も有しているが、これについては屋根ノズルと表現
される高さ調節可能な水平ノズル７と、側面ノズルと表現される垂直ノズル８だけを図示
してある。実際にはガントリーＡに、各側面に１つずつ、２つの垂直ノズル８があり、そ
れぞれ固定位置で、又は横方向に調節可能な状態でガントリーＡ上に配置されている。ガ
ントリーＡを動かすために、ガントリーの各側面上に駆動モーターが設けられている。
【００１４】
第１ガントリーＡ上と第２ガントリー上に、洗剤、リンス剤、乾燥剤又は保存剤用の散布
装置（図示せず）が設けられており、オプションとして下部洗浄装置又は高圧洗浄装置も
設けられている。また洗浄装置用完全制御システムと水散布、供給ポンプ及びその他の装
置が第１ガントリーＡに組み込まれている。
【００１５】
第２ガントリーＢは水平軸 10を中心に回転する第２水平ブラシ 11を有しているが、垂直ブ
ラシは有していない。第２ガントリーＢはさらに完全な乾燥装置を有していてもよく、こ
こでは水平ノズル７′と垂直ノズル８′だけを図示する。加えて、ホイール洗浄装置 12を
第２ガントリーＢ上に配置してもよい。
【００１６】
第１ガントリーＡが動くと、第２ガントリーＢは結合ロッド１によって移動される。制御
装置、駆動モーターなどは第２ガントリーＢには必要ではない。第２ガントリーＢには第
１ガントリーから水、洗剤、リンス剤、保存剤などを散布することができる。
【００１７】
オプションとして、ガントリーＡ，Ｂをひとつのガントリーに結合することもできる。し
かしながら、図面に示すガントリーＡ，Ｂの分離構成が好ましいが、それはそうした方が
第１ガントリーＡが標準ガントリーで第２ガントリーＢがガントリーＡのために用いられ
るのと同じ構成部品と順構成部品を用いて構成することができるからである。
【００１８】
さらに、分離構成は１つだけのガントリーを備えた既存の自動車洗浄装置に第２ガントリ
ーＢを取りつけて改良することができ、そのようにしてひとつだけのガントリーを備えた
既存の自動車洗浄装置の能力を２つのガントリーを設置、移動するためにさらなるスペー
スを必要としないという利点を有している。
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【００１９】
オプションとして、図９に示す様に第２ガントリーＢ上の乾燥装置をなくしても良い。図
に示すようなガントリーＢを第１ガントリーの左側にして、ガントリーＡを第２ガントリ
ーの右側にするように２つのガントリーＡ，Ｂを置き換えても良い。しかしながら、これ
ら２つのガントリーは２つの垂直ブラシ５を水平ブラシ３と 11との間に配置できるように
、それぞれ 180度回転することができるようにすることが必要であろう。それはこのよう
な方法でだけ、ガントリーＡ，Ｂをスペースを節約する方法で収容することが可能になる
からである。
【００２０】
同様に、水平方向ノズル７，７′は２つのガントリーＡ，Ｂの相互に向き合った側面上の
、例えば２つの水平ブラシ３， 11間に配置することが必要である。
上に述べたような自動車洗浄装置を用いることによって、自動車Ｋの洗浄と乾燥を以下の
ように行うことができる。
【００２１】
図１で、２つのガントリーＡ，Ｂをそれぞれのスタート位置に示してある。第１ガントリ
ーＡは垂直ブラシ５が自動車の車首Ｆの前に位置され、その水平ブラシ３が自動車Ｋの前
方３分の１の上方に位置されるように配置される。第１ガントリーＡがこの位置にある場
合に、ブラシ５，２が回転され、垂直ブラシ５が先ず車両の車首Ｆを洗浄する。第１水平
ブラシ２は車両Ｋのボンネット上に降ろされる。
【００２２】
２つの垂直ブラシが自動車の２つの前部コーナに達するとすぐに、２つのガントリーＡ，
Ｂが矢印Ｖの方向に動き始めて前方への移動を行う。そうすると第１水平ブラシ２はボン
ネットのほぼ中央で洗浄プロセスを開始する。第２ガントリーＢの水平ブラシ 11も同様に
降ろされる。２つのガントリーＡ，Ｂが図２に示すようにＶ方向に動き続けるので、こブ
ラシは自動車の車首と接触してそれを２度目に洗浄する。
【００２３】
２つのガントリーはさらにＶ方向に前方への運動を続けるので、第１水平ブラシ３で洗浄
されなかったボンネットの部分は第２水平ブラシで洗浄され、一方水平ブラシ２は屋根部
分を、そして垂直ブラシ５は車両の側面を洗浄する。垂直ブラシが車両の尾部に達すると
、それらは相互に車両の中央部の方向に移動して、車両の尾部Ｈを洗浄する。それを行い
ながら、それらは又中央オーバーラップを行う。尾部の洗浄中、両方のガントリーは休止
している。
【００２４】
第２水平ブラシ 11は自動車のタイプに応じて、屋根の末端まで又は後部ウィンドスクリー
ンまでの部分だけを洗浄する。それは尾部Ｈまで届かない。このようにして、図３に示す
ようなガントリーＡ，Ｂの反転位置で、第１ガントリーＡだけが自動車の後ろ側にスペー
スを必要とするような構成が達成される。垂直ブラシ５は中央オーバーラップを実行する
と、それらは再度反対方向に外側に動かされ、車両の尾部が２度目に洗浄される。それら
が車両の２つの後部コーナーに達すると、制御装置が復路運動に切り換え、ガントリーＡ
，ＢはＲ方向に動かされ、第１ガントリーＡが第２ガントリーＢをその前方に押し出す。
すると、第１水平ブラシ３は尾部を３度目に洗浄し、水平ブラシ３も後部ウィンドスクリ
ーンと屋根、又はその一部を洗浄する。
【００２５】
第２水平ブラシ 11は屋根、前部ウィンドスクリーン、及びボンネットを洗浄する。自動車
の側面はＲ方向への復路運動中に垂直ブラシ５によって洗浄される。ガントリーＡ，Ｂが
十分に後方に動かされて、第１水平ブラシ３が屋根の前部部分に達し、第２水平ブラシ 11
がボンネットの前端に達すると、両方の水平ブラシ３， 11が図４に示す様に持ち上げられ
るようになっている。そうすると、垂直ブラシが自動車Ｋの側面の洗浄を終了する。
【００２６】
垂直ブラシ５が車首Ｆを通過すると、制御装置が両方のガントリーを停止させる。それで
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両方のガントリーは図５に示されたような位置を取り、水平洗浄ブラシが自動車の前部３
分の１の上方に配置され、第１ガントリーＡのほぼ半分が自動車Ｋの領域に依然として存
在している。第１ガントリーＡの残りの部分と第２ガントリーＢは車首Ｆの前方に位置し
、共に最大でも１つの水平ブラシと垂直ブラシを備えた通常のガントリーが占めるであろ
うようなスペースを自動車Ｋの前方に占める。
【００２７】
第２ガントリーＢは垂直ブラシを有していないので、第１ガントリーの回転する垂直ブラ
シ５は図１に示す様に第２ガントリーＢのトランザム 14の下側で係合することができ、第
２ガントリーＢが自動車の長さ方向で必要とするスペースは完全装備ガントリーの半分程
度で済む。
【００２８】
第１水平ブラシ２はボンネットのほぼ中央だけで洗浄プロセスを開始し、第２洗浄ブラシ
は自動車の屋根の後部部分まで動くだけなので、両方のガントリーＡ，Ｂの移動距離は短
縮され、従って前方及び復路運動に要される時間全体も短縮されて、車両処理台数も増大
する。
【００２９】
自動車の洗浄時間を大幅に増大させずに、オプションとして、ガントリーの前方運動中に
車体下部の洗浄を行うこともでき、ホイールの洗浄は復路運動中にホイール洗浄ブラシ 12
で行うことができる。しかしながら、ガントリーＡ，Ｂを一緒に結合した場合、それらは
ホイール洗浄中、短時間停止させる必要がある。また復路運動中にワックスをかけて磨い
たり、車台にワックスをかけることも可能である。
【００３０】
特に優れた乾燥効果を達成するためには、２つのガントリーＡ，Ｂそれぞれに完全乾燥装
置を装備する。図５に示す両方のガントリーの最終位置、すなわち洗浄プロセスが完了し
た位置から、さらに乾燥装置が始動され、両方のガントリーが図６に示す様に第１ガント
リーＡの第１水平ノズルが車両のほぼ中央に達するまで前方運動を増大した速度で行う。
その後両ガントリーは、図７に示すように、第１水平方向ノズル７が車両の尾部を乾燥す
るまで通常の速度で前方運動を続ける。そして制御装置は両ガントリーをＲ方向への復路
運動に切り換え、第１水平ノズルが再度図８に示す様に車両の車首Ｆの前方に来るまで乾
燥が継続される。
【００３１】
その後両ガントリーＡ，Ｂは停止され、両水平方向ノズル７，７′は上方に動かされるの
で、ガントリーＡ，Ｂは再度図１に示すような最初の位置を取る。両ガントリーＡ，Ｂの
前方への増大した速度での運動は乾燥結果に悪影響を及ぼすことなく時間を節減する。そ
れはこれらのガントリーが自動車の尾部まで前方に動かされてから再度戻るまでの間に、
ボンネット上の水分のほとんどを取り除くことができ、従って水平方向ノズル７，７′及
び垂直方向ノズル８，８′による乾燥操作を１回だけ行うだけで十分だからである。第２
水平ノズルが車両の尾部に達する前にガントリーが復路運動に切り換えられるので、さら
なる時間の削減が達成される。
【００３２】
フォーム・ワックスをかけるのが必要な場合、ガントリーが２度目の前方運動を行ってい
る間にそれを行うことができ、その間に第２ガントリーＧがリンシングを行う。車両の乾
燥はガントリーの２度目の復路運動中だけに行われるので、それはフォーム・ワックスと
オプションとしての車台手入れを含む豪華洗浄がガントリーの２度の前方運動と２度の復
路運動中だけで実行できることを意味しており、処理時間の短縮は上に述べたガントリー
の移動距離の短縮によって実現される。
【００３３】
この新しい自動車洗浄装置を用いて、薬品を使った予備洗浄、特殊ホイール洗浄、フォー
ムの適用、高圧洗浄などのより複雑な洗浄及び保守プログラムも実行できるが、その場合
は両ガントリーをさらに前方に運動させたりさらに復路運動させたりすることが必要にな
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る。
【００３４】
【発明の効果】
この発明は、前記のようであって、通常の２つのガントリーを有する自動車洗浄装置が必
要とする大きなスペースを必要とすることなく、処理台数が大きいという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】洗浄方法の開始から終了までのガントリーの種々の位置を示す図面である。
【図２】洗浄方法の開始から終了までのガントリーの種々の位置を示す図面である。
【図３】洗浄方法の開始から終了までのガントリーの種々の位置を示す図面である。
【図４】洗浄方法の開始から終了までのガントリーの種々の位置を示す図面である。
【図５】洗浄方法の開始から終了までのガントリーの種々の位置を示す図面である。
【図６】２つの乾燥装置による乾燥プロセス中のガントリーの種々の位置を示す図面であ
る。
【図７】２つの乾燥装置による乾燥プロセス中のガントリーの種々の位置を示す図面であ
る。
【図８】２つの乾燥装置による乾燥プロセス中のガントリーの種々の位置を示す図面であ
る。
【図９】ひとつの乾燥装置による乾燥プロセス中の反転位置を示す図面である。
【符号の説明】
Ａ　ガントリー　　　　　　　　　Ｂ　ガントリー
３　水平ブラシ　　　　　　　　　５　垂直ブラシ
７，７′　水平方向ノズル　　　　８，８′　垂直方向ノズル
11　水平ブラシ　　　　　　　　　 12　ホイール洗浄ブラシ
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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